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ま
る
で
生
き
て
い
る
よ
う
な

 

人
形
の
舞

　

７
月
29
日
、
平
成
29
年
度
戦
略
的
芸

術
文
化
創
造
推
進
事
業
の
一
環
と
し

て
、
糸
あ
や
つ
り
人
形
劇
団
『
一
糸
座

（
結
城
一
糸
座
長
）』
に
よ
る
公
演
が
、

ジ
ョ
イ
じ
ょ
ぐ
ら
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

東
京
に
本
拠
を
置
く
一
糸
座
は
、
寛

永
年
間
よ
り
続
く
結
城
座
か
ら
独
立
し

た
結
城
一
糸
氏
に
よ
り
創
設
さ
れ
、
日

本
は
も
と
よ
り
、
海
外
で
も
多
数
の
公

演
を
行
い
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
公
演
で
は
牛
若
丸
と
弁
慶
の

出
会
い
を
描
い
た
『
橋
弁
慶
』
の
ほ
か

２
つ
の
演
目
が
行
わ
れ
、
舞
台
で
結
城

一
糸
氏
ら
が
操
る
人
形
が
ま
る
で
生
き

て
い
る
か
の
よ
う
に
躍
動
す
る
と
、
来

場
者
は
時
に
感
嘆
の
声
を
も
ら
し
、
普

段
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
伝
統
の
技
に
感
じ
入
っ
て
い
ま
し
た
。

上
ノ
国
の
夏
の
祭
典

 
火
ま
つ
り
熱
く
開
催

　

８
月
14
日
、
本
町
に
お
け
る
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
『
エ
ゾ
地
の
火
ま

つ
り
』
が
上
ノ
国
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
開
催
さ
れ
、
地
元
や
お

盆
の
帰
省
客
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、
町
内
外
か
ら
の
多

彩
な
出
店
が
立
ち
並
び
、
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
を
告
げ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス

と
と
も
に
、
昼
の
部
の
目
玉
で
も

あ
る
『
真
夏
の
ク
イ
ズ
ま
つ
り
』

が
始
ま
り
、
上
ノ
国
ク
イ
ズ
や
一

般
ク
イ
ズ
な
ど
の
様
々
な
難
問
が

出
題
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
が
豪
華
景
品
を
求
め
て
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
に
大

人
気
の
『
水
合
戦
選
手
権
大
会
』

や
、
も
の
ま
ね
芸
人
『
る
み
る

み
』
に
よ
る
も
の
ま
ね
ラ
イ
ブ
な

ど
が
好
評
を
博
し
、
ま
た
、
今
年

初
の
試
み
で
あ
る
町
内
登
山
愛
好

家
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
ア
ウ
ト

ド
ア
体
験
が
で
き
る
親
子
の
休
憩

ス
ペ
ー
ス
『
山
岳
村
』
で
は
、
子

ど
も
達
が
ト
ン
ネ
ル
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
や
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
な
ど
を
時
間

を
忘
れ
て
楽
し
ん
で
い
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。

　

夜
の
部
で
は
、
北
海
道
出
身
の

シ
ン
ガ
ー
『
佐
藤
広
大
』
さ
ん
の

ラ
イ
ブ
に
始
ま
り
、
今
年
の
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
で
セ

ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
に
出
場
し
た
北
海

道
大
学
『
縁
』
の
演
舞
、
皆
で
踊

る
上
ノ
国
音
頭
が
披
露
さ
れ
、
そ

し
て
龍
炎
太
鼓
で
は
今
年
入
会
し

た
町
内
の
女
子
小
学
生
５
人
に
よ

る
演
奏
も
行
わ
れ
、
多
く
の
方
か

ら
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
し
て
太
鼓
の
音
色
が
会
場
に

響
く
な
か
、
巨
大
松
明
が
赤
々
と

燃
え
盛
っ
て
イ
ベ
ン
ト
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
を
告
げ
、
最
後
を
締
め

く
く
る
花
火
大
会
『
天
の
川
ド
ラ

ゴ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
』
が
夜
空
を

彩
り
、
上
ノ
国
の
真
夏
の
イ
ベ
ン

ト
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。


